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私
鉄
大
手
十
二
社
は
、
九
月
六
日
、
平
均
一
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
運
賃
値
上
げ
を
一
斉
に
申
請
し
た
。
勤
労

者
世
帯
の
実
収
入
が
二
十
八
年
ぶ
り
に
前
年
よ
り
減
少
す
る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
の
私
鉄
運
賃
の
大
幅
な
値
上

げ
は
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
申
請
各
社
は

京
成
を
除
い
て
は
黒
字
で
あ
り
、
巨
額
な
内
部
留
保
を
持
つ
て
い
る
。
今
回
の
値
上
げ
申
請
は
正
当
な
根
拠
が
あ

る
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。 

一 

黒
字
な
の
に
な
ぜ
値
上
げ
す
る
の
か
。 

そ
こ
で
、
私
鉄
運
賃
の
値
上
げ
に
関
す
る
十
の
疑
問
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

私
鉄
大
手
十
二
社
の
運
賃
値
上
げ
申
請
は
収
支
の
悪
化
等
を
理
由
と
し
て
い
る
が
、
京
成
を
除
く
十
一
社
は

い
ず
れ
も
黒
字
で
あ
る
。
十
二
社
の
経
常
利
益
は
合
計
百
八
十
四
億
円
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
黒
字
会
社
の
値 

私
鉄
運
賃
値
上
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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二 

な
ぜ
一
斉
値
上
げ
な
の
か
。 

い
つ
た
い
な
ぜ
経
常
利
益
の
数
倍
も
の
配
当
金
な
ど
を
利
用
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
黒
字

で
あ
る
私
鉄
企
業
の
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な
経
理
に
よ
る
赤
字
宣
伝
は
や
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

申
請
各
社
の
経
理
内
容
は
、
三
十
三
億
五
千
万
円
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
近
鉄
か
ら
二
億
八
千
万
円
の
赤
字

を
出
し
て
い
る
京
成
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
二
年
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
当
然
の
こ 

私
鉄
各
社
は
、
配
当
金
や
法
人
税
等
を
費
用
に
算
入
し
て
収
支
悪
化
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
来

利
益
金
の
処
分
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
経
費
と
し
て
算
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
か

も
、
東
急
で
は
経
常
利
益
の
八
・
七
倍
の
配
当
金
、
法
人
税
等
を
計
上
し
て
い
る
の
を
始
め
、
南
海
が
六
倍
、

東
武
が
四
倍
な
ど
、
軒
並
み
経
常
利
益
を
上
回
る
配
当
金
、
法
人
税
等
を
費
用
に
算
入
し
て
赤
字
を
装
つ
て
い

る
。
西
武
な
ど
四
社
は
、
配
当
金
、
法
人
税
を
差
し
引
い
て
も
な
お
黒
字
で
あ
る
。 

上
げ
は
絶
対
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
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三 

原
価
の
水
増
し
を
認
め
る
の
か
。 

前
回
の
値
上
げ
の
際
の
申
請
原
価
と
そ
の
後
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
原
価
の
多
く
の
項
目
で
実
績
額
が
申

請
額
を
下
回
つ
て
お
り
、
申
請
原
価
が
八
十
九
億
円
も
水
増
し
で
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

と
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
る
一
斉
値
上
げ
申
請
は
「
便
乗
値
上
げ
」
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
民
の

強
い
批
判
の
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

な
か
で
も
修
繕
費
は
、
申
請
が
十
六
億
六
千
万
円
も
水
増
し
で
あ
つ
た
だ
け
で
な
く
、
査
定
額
さ
え
も
七
億

九
千
万
円
過
大
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
値
上
げ
申
請
で
も
修
繕
費
は
百
六
十
一
億
円

（
三
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
も
増
加
す
る
見
込
み
を
計
上
し
て
い
る
。
前
例
の
よ
う
に
今
回
も
水
増
し
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
修
繕
費
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。 

ま
た
、
減
価
償
却
費
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
車
両
に
も
定
額
法
を
適
用
し
、
か
つ
耐
用
年
数
も
実
態
に
即
し 

経
営
格
差
の
あ
る
各
社
が
な
ぜ
一
斉
に
値
上
げ
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。 
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四 

収
入
隠
し
を
許
す
の
か
。 

五 

な
ぜ
国
鉄
運
賃
よ
り
高
く
な
る
の
か
。 

前
回
の
値
上
げ
後
の
雑
収
入
の
実
績
は
十
二
社
合
計
で
十
五
億
円
（
一
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
加
し
て
い
る

が
、
今
回
の
申
請
で
は
反
対
に
四
十
三
億
円
（
四
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
な
か
で
も

京
阪
の
八
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
三
億
七
千
万
円
）
減
、
東
急
の
八
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
六
億
六
千
万
円
）
減
を

始
め
と
し
て
八
社
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
極
端
な
減
少
見
込
み
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
通

常
考
え
ら
れ
ず
、
実
績
に
照
ら
し
て
も
収
入
の
過
少
計
上
と
み
ら
れ
る
が
、
雑
収
入
の
極
端
な
減
少
見
込
み
の

根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

た
も
の
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

今
回
の
値
上
げ
申
請
で
は
、
特
に
関
西
の
各
社
の
五
～
二
十
キ
ロ
圏
を
中
心
と
し
て
国
鉄
運
賃
よ
り
高
い
区

間
が
続
出
し
て
い
る
。 
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六 

不
合
理
な
事
業
報
酬
制
度
は
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

1 

事
業
報
酬
対
象
資
産
に
は
工
事
中
の
未
稼
動
設
備
、
い
わ
ゆ
る
建
設
仮
勘
定
も
算
入
し
て
い
る
。
鉄
道
部

門
の
建
設
仮
勘
定
は
十
二
社
合
計
で
三
千
億
円
（
八
三
年
三
月
）
、
有
形
固
定
資
産
の
四
分
の
一
に
相
当
し
、 

国
鉄
は
巨
額
の
長
期
債
務
や
特
定
人
件
費
な
ど
私
鉄
に
な
い
原
価
要
因
を
抱
え
、
深
刻
な
経
営
破
綻
に
陥
つ

て
い
る
。
黒
字
で
あ
る
私
鉄
の
運
賃
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
国
鉄
の
運
賃
よ
り
高
く
な
る
の
か
、
そ
の
明
確
な
根

拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

南
海
の
八
～
十
キ
ロ
区
間
で
は
国
鉄
の
百
四
十
円
を
三
割
近
く
も
上
回
る
百
八
十
円
に
な
る
の
を
始
め
、
十

二
～
十
五
キ
ロ
区
間
で
四
十
円
、
近
鉄
の
七
～
十
キ
ロ
、
京
阪
の
八
～
十
キ
ロ
、
十
三
～
十
五
キ
ロ
区
間
で
三

十
円
高
く
な
る
な
ど
、
国
鉄
運
賃
よ
り
も
十
円
か
ら
六
十
円
高
い
区
間
が
多
数
発
生
す
る
。 

経
営
内
容
に
か
か
わ
り
な
く
鉄
道
資
産
額
等
に
一
定
の
率
（
申
請
で
は
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
乗
じ
た
企
業

利
潤
を
保
障
す
る
事
業
報
酬
制
度
は
、
根
本
的
に
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

七 

 



 

2 

事
業
報
酬
対
象
資
産
を
構
成
す
る
設
備
投
資
の
財
源
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
各
種
引
当
金
や
準
備
金
等
の

内
部
留
保
資
金
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。
十
二
社
の
有
価
証
券
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
八
三
年
四
月
以
後
の
「
設

備
の
新
設
、
重
要
な
拡
充
も
し
く
は
改
修
又
は
こ
れ
ら
の
計
画
」
の
所
要
額
の
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
均
）
は

自
己
資
金
で
賄
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

事
業
報
酬
は
支
払
利
子
や
配
当
金
に
充
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
利
子
や
配
当
を
要

し
な
い
資
金
に
よ
る
資
産
に
つ
い
て
ま
で
事
業
報
酬
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

重
要
な
運
賃
値
上
げ
要
因
に
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
電
力
会
社
の
電
気
料
金
の
原
価
計
算
で
は
建
設
仮
勘
定
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
事
業
報
酬
対
象
資

産
と
し
て
い
る
の
に
、
私
鉄
事
業
に
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
算
入
を
認
め
て
い
る
根
拠
は
何
か
。 

将
来
、
開
業
さ
れ
た
時
に
初
め
て
利
用
者
が
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
工
事
中
の
資
産
に

ま
で
な
ぜ
事
業
報
酬
を
保
障
し
、
現
在
の
利
用
者
が
そ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 
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七 

兼
業
部
門
の
利
益
を
鉄
道
部
門
に
還
元
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

1 

私
鉄
大
手
各
社
の
不
動
産
事
業
な
ど
の
兼
業
部
門
は
、
鉄
道
事
業
の
存
在
を
利
用
し
て
高
収
益
を
あ
げ
て

い
る
。 

例
え
ば
、
三
井
不
動
産
な
ど
不
動
産
会
社
大
手
十
社
の
営
業
利
益
率
（
営
業
利
益
の
売
上
高
に
対
す
る
割

合
）
が
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
八
二
年
度
決
算
）
な
の
に
対
し
、
私
鉄
大
手
十
二
社
の
不
動
産
事
業
な
ど
兼
業
部

門
の
営
業
利
益
率
は
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
同
）
に
も
の
ぼ
つ
て
い
る
。
と
り
わ
け
東
武
、
京
王
、
小
田
急
、
東

急
、
近
鉄
、
南
海
の
各
社
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
利
益
率
を
あ
げ
て
い
る
。 

と
り
わ
け
重
大
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
資
金
の
重
要
な
財
源
の
一
部
で
あ
る
減
価
償
却
引
当
金
等
は
す
で

に
運
賃
原
価
に
算
入
さ
れ
、
利
用
者
は
そ
の
つ
ど
運
賃
で
負
担
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
利
用

者
か
ら
の
運
賃
収
入
で
得
た
設
備
投
資
資
金
に
ま
で
支
払
利
子
や
配
当
所
要
額
を
計
上
し
、
再
び
運
賃
原
価

に
算
入
し
て
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

九 

 



 

2 

政
府
は
私
鉄
各
社
の
投
融
資
部
門
を
「
独
立
」
し
た
部
門
と
し
て
取
り
扱
つ
て
い
る
た
め
、
営
業
外
収
益
の

な
か
の
受
取
配
当
金
や
受
取
利
息
の
ほ
と
ん
ど
が
鉄
道
部
門
の
収
支
に
反
映
さ
れ
な
い
。
営
業
外
収
入
は
十

二
社
合
計
六
百
三
億
円
（
八
二
年
度
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
鉄
道
部
門
の
収
支
へ
の
配
分
は
わ
ず
か
九
十

八
億
円
、
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
な
い
。 

従
前
よ
り
、
兼
業
部
門
利
益
の
還
元
に
つ
い
て
鉄
道
利
用
者
、
消
費
者
団
体
等
か
ら
強
く
要
求
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
具
体
化
し
て
い
な
い
の
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
早
急
に
兼
業
部
門
利
益

の
鉄
道
部
門
へ
の
還
元
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
、
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

営
業
外
収
益
の
源
泉
で
あ
る
投
融
資
部
門
の
資
産
額
は
十
二
社
で
五
千
百
億
円
（
八
三
年
三
月
末
）
に
の
ぼ

つ
て
い
る
。
こ
の
投
融
資
資
金
に
は
鉄
道
事
業
の
収
益
か
ら
生
じ
た
内
部
留
保
金
の
一
部
が
充
当
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
投
融
資
資
金
の
調
達
ま
で
「
独
立
」
さ
せ
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
企
業
経
営

の
〝
イ
ロ
ハ
〟
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
十
二
社
の
内
部
留
保
金
は
三
千
九
百
億
円
に
も
の
ぼ
つ 

一
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八 

サ
ー
ビ
ス
改
善
約
束
は
ど
う
な
つ
た
か
。 

1 

運
賃
値
上
げ
の
た
び
ご
と
に
私
鉄
大
手
各
社
は
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
掲
げ
て
き
た
が
、
今
日
な
お
著
し
く
立

遅
れ
て
い
る
。 

て
い
る
。 

車
両
冷
房
化
率
は
京
成
三
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
八
三
年
三
月
末
）
、
東
急
五
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
同
）
に

と
ど
ま
つ
て
い
る
。
と
り
わ
け
京
成
、
東
急
、
近
鉄
の
各
社
は
、
前
回
の
値
上
げ
の
際
に
約
束
し
た
八
一
年

度
冷
房
化
計
画
が
八
二
年
夏
時
点
で
も
達
成
し
て
い
な
か
つ
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

投
融
資
部
門
か
ら
生
じ
る
収
益
を
鉄
道
部
門
の
収
支
に
全
く
反
映
さ
せ
な
い
現
在
の
原
価
計
算
方
式
は
、

は
な
は
だ
し
く
公
正
さ
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
抜
本
的
に
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
混
雑
も
、
西
武
・
池
袋
線
と
新
宿
線
、
京
王
・
京
王
線
と
井
の
頭
線
、
小
田
急
・
小

田
原
線
、
南
海
・
南
海
線
は
、
こ
こ
五
年
間
に
一
層
ひ
ど
く
な
つ
て
い
る
。 

一
一 

 



 

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
も
う
け
に
な
ら
な
い
投
資
は
や
ら
な
い
と
い
う
私
鉄
の
経
営
姿
勢
を
如
実
に
示
し
て

い
る
。
政
府
は
、
駅
施
設
等
の
改
善
、
障
害
者
対
策
の
促
進
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
の
達
成
目
標
を
明
示
し

て
強
力
に
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

障
害
者
対
策
を
み
て
も
、
京
成
、
東
急
、
京
浜
急
行
、
阪
神
の
各
社
は
「
斜
路
」
の
設
置
が
皆
無
で
あ
り
、

車
イ
ス
用
通
路
も
、
京
浜
急
行
、
西
武
、
京
成
の
各
社
は
一
割
程
度
の
駅
に
し
か
設
置
し
て
い
な
い
。
誘
導

ブ
ロ
ッ
ク
も
ほ
と
ん
ど
の
会
社
が
二
～
三
割
の
駅
に
し
か
設
置
し
て
お
ら
ず
、
京
成
、
西
武
は
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
台
で
あ
る
。
西
武
、
京
成
、
阪
神
の
三
社
は
転
落
防
止
施
設
さ
え
設
け
て
い
な
い
。 

ト
イ
レ
の
な
い
駅
も
、
東
急
の
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
筆
頭
に
、
京
浜
急
行
が
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
京
阪
が
二

七
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
る
。 

駅
施
設
等
の
改
善
、
障
害
者
対
策
も
極
め
て
問
題
が
多
い
。
今
日
深
刻
な
状
況
に
な
つ
て
い
る
駅
前
自
転

車
置
場
も
、
鉄
道
事
業
者
自
ら
設
置
し
た
の
は
八
十
四
カ
所
、
全
駅
数
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
過
ぎ
な
い
。 
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道
路
と
鉄
道
の
立
体
化
に
よ
つ
て
生
じ
る
鉄
道
の
高
架
下
用
地
は
公
共
利
用
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。 

私
鉄
の
立
体
化
事
業
は
、
「
都
市
に
お
け
る
道
路
と
鉄
道
と
の
連
続
立
体
交
差
化
に
関
す
る
協
定
」
（
建
・

運
協
定
）
に
よ
つ
て
、
私
鉄
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
工
事
費
を
負
担
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
。
私
鉄

と
自
治
体
等
の
費
用
負
担
割
合
か
ら
み
て
も
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
負
担
し
な
い
私
鉄
側
が
九
割
の
高
架
下

用
地
を
独
占
的
に
利
用
で
き
る
と
い
う
現
在
の
協
定
は
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
。
し
か
も
、
高
架
下
用
地
の

利
用
価
値
が
近
年
著
し
く
上
昇
し
、
私
鉄
各
社
が
こ
れ
ら
の
土
地
を
使
つ
て
関
連
事
業
等
で
高
収
益
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、「
協
定
」
締
結
時
は
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
み
ら
れ
て
い
た
高
架
化
に
よ
る
私
鉄
の

受
益
相
当
額
は
、
今
日
で
は
は
る
か
に
拡
大
し
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
改
善
状
況
に
か
か
わ
り
な
く
全
社
一
律
の
基
準
で
利
潤
を
保
障
し
て
い
る
現
在
の
査
定

方
法
は
、
利
用
者
の
立
場
を
無
視
し
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
策
の
遅
れ
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
は
特
別
の
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 
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九 

運
輸
審
議
会
の
構
成
、
運
営
を
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

十 

私
鉄
各
社
の
政
治
献
金
は
や
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

利
用
者
の
声
が
反
映
し
た
公
正
な
審
議
を
保
障
す
る
た
め
に
、
利
用
者
代
表
を
含
む
構
成
に
一
新
し
、
会
議

の
公
開
、
会
議
録
の
作
成
、
公
表
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

私
鉄
運
賃
の
値
上
げ
申
請
は
運
輸
審
議
会
に
か
け
ら
れ
る
が
、
同
審
議
会
の
多
数
は
高
級
官
僚
出
身
者
で
占

め
ら
れ
、
ま
た
、
非
公
開
審
議
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
国
民
の
批
判
と
不
信
の
声
が
あ
が
つ
て
い
る
。 

地
方
自
治
体
が
公
租
公
課
相
当
額
で
借
用
で
き
る
高
架
下
用
地
の
枠
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
制
限
し
て
い

る
現
行
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
公
共
利
用
を
大
幅
に
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

い
ま
、
特
に
市
街
化
地
域
等
で
は
自
転
車
置
場
や
公
園
等
の
公
共
施
設
の
不
足
が
深
刻
に
な
つ
て
お
り
、

住
民
、
関
係
自
治
体
等
か
ら
鉄
道
高
架
下
用
地
の
公
共
利
用
の
拡
大
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 
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五 

私
鉄
大
手
各
社
が
「
赤
字
」
を
理
由
に
運
賃
値
上
げ
を
続
け
な
が
ら
、
毎
年
多
額
の
政
治
献
金
を
し
て
い
る

の
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
八
二
年
度
に
は
、
自
民
党
、
民
社
党
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
に
、
十
三
社
が
二
億
八
千
万

円
の
献
金
を
し
て
い
る
。 

「
公
共
輸
送
機
関
」
を
自
称
し
、
運
賃
値
上
げ
に
当
た
つ
て
は
、
自
民
党
政
府
の
認
可
を
受
け
る
立
場
に
あ

る
私
鉄
大
手
各
社
が
政
府
与
党
な
ど
に
多
額
の
献
金
を
し
て
い
る
こ
と
に
国
民
が
重
大
な
疑
惑
を
持
つ
の
は
当
然

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
献
金
は
や
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


